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5.1ch スピーカーパッケージ

保証書別添付

取扱説明書

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとう
ございます。
■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障なく
お使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書を
よくお読みください。
お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管し、必要に
応じてご利用ください。

■ 保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を必ず確かめ、
販売店からお受け取りください。

ご使用の前に必ずお読みください。



ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を未然に防
止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン
セントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けな
い。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

 警告

電源/電源コード 分解禁止
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下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V(50/60Hz)の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。本機の
周囲に左右20cm、上20cm、背面20cm以上のス
ペースを確保する。

本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

スピーカーケーブルは必ず壁などに固定する。
ケーブルに足や手を引っかけるとスピーカーが落下や転
倒し、故障やけがの原因となります。

設置



本機の通風孔やサブウーファーのポート(右側面開口
部) 等にものを入れたり、落としたりしない。
火災や感電の原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず
販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・ 
薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
サブウーファーの振動により、物が落下してけがの原因
になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら 
ない。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、 
火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に

使用上のご注意 お手入れ

 注意

電源/電源コード 設置
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コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し
込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ
ントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

なります。

スピーカーの底面積より狭い場所や傾斜のある場所
には設置しない。
スピーカーが落下や転倒して、けがの原因になります。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての
接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

持ち運ぶときは、ポート(右側面開口部)や前面の
ネットに手をかけない。
ポートが外れたり、ネットが破れたり、本機を落とした
りして、けがの原因になります。

移動



電源を入れる前や、再生を始める前には、音量 
(ボリューム)を最小にする。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生
することがあります。
正常に動作しないときは、電源を入れない状態でしばら
く放置してください。

サブウーファーのポート（右側面開口部）には手を
入れない。
感電やけがの原因となることがあります。

サブウーファーのポート（右側面開口部）のそばに
は割れやすいものなどを置かない。
ポートからの空気圧により倒れたり落ちたりして、けが
の原因となることがあります。

本機に乗ったり、ぶら下がったり、寄りかかったり
しない。
転倒・落下したり破損したりして、けがの原因となるこ
とがあります。

接続する場合は、各機器の取扱説明書をよく読み、
AVアンプ/レシーバーの電源を切り、説明に従って
接続してください。

お手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかな
い。また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

本体の表面に金属、陶器、その他固いものを当てな
い。
表面にひびが入ったり、はがれたりする場合がありま
す。

■お手入れのしかた
キャビネットを美しく保つため、柔らかい布などで軽く乾拭きを
してください。水気のあるものやアルコール、ベンジン、シン
ナー、殺虫剤などをかけたり、化学ぞうきんで拭いたり、ビニー
ル系のシートなどを載せないようにしてください。色がはげたり
貼り付いたりする場合があります。

使用上のご注意 お手入れ
iii Ja



同梱品がすべてそろっているか、確認してください。
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同梱品の確認

スピーカーケーブル 
（24.5m × 1 本）
フロント、センター、サラウン
ドスピーカー用に5 本に切って
お使いください。切断時にけが
をしないようにご注意ください。

サブウーファー用ピン
ケーブル (5m × 1 本 )

滑り止めパッド（24 個 × 1 セット）
フロント、センター、サラウンドスピーカー用。
（予備4つを含む。）

サブウーファー
（NS-SW40 × 1 台）   

センタースピーカー
（NS-C40 × 1 台）

滑り止めパッド：固い床や
棚の上に直接スピーカーを
置く場合は、左図のように
付属の滑り止めパッドをス
ピーカー底面の4 隅に貼
り付けてください。振動に
よりスピーカーが滑るのを
防ぎます。

滑り止めパッド

フロント / サラウンドスピーカー
（NS-B40 × 4 台）

スピーカーの設置
1 Ja

スピーカーを接続する前に、各スピーカーを部屋に設置
します。スピーカーの位置はシステム全体の音響に影響
します。視聴位置で最適な音響が得られるように、各ス
ピーカーを設置してください。右図のように設置すると、
もっとも効果的な音場を得られます。
サブウーファーの重低音域には指向性がほとんど無いた
め、サブウーファーの位置は他のスピーカーほど重要で
はありません。 
詳しくは「サブウーファーの設置」 (☞ 2ページ）をご覧
ください。

• スピーカーのみでは音を出すことができません。AV アンプ
（別売り）に接続してお使いください。
• ブラウン管テレビの近くに設置すると画像の乱れや雑音が生
じることがあります。そのような場合は、スピーカーとテレ
ビを約20cm 離してください。液晶テレビやプラズマテレビ
には影響しません。

センター

フロント右

サブウーファー

サラウンド左

フロント
左

サラウンド右



フロント / センター /サラウンド 
スピーカーの設置

フロントスピーカー：テレビの左右に、まっすぐ正面を
向けて設置します。
サラウンドスピーカー：視聴位置の左右後方に、少し内
側を向けて設置します。
フロントスピーカーとサラウンドスピーカーはお部屋の
状況に合わせて、床や棚に置いたり、壁に掛けてご使用
いただけます。
壁に掛けて使用する場合は、「スピーカーを壁に掛ける場
合」をご覧ください。
センタースピーカー：左右フロントスピーカーの真ん中
に、まっすぐ正面を向けて設置します。

サブウーファーの設置

 : サブウーファー　　  : フロントスピーカー

スピーカーを壁に掛ける場合
スピーカーを壁に掛けて使用することができます。

1 下図のように、十分に強度のある壁または補強材に、
2 本のタッピングネジ（市販品、直径3.5 ～ 4mm）
を取り付けます。

2 タッピングネジの頭にスピーカー背面の穴を掛けま
す。

タッピングネジが、穴の狭い部分に確実に入っていることをご確
認ください。

• モルタルや化粧ベニヤ板など、はがれやすい材質の壁には取
り付けないでください。ネジが抜けてスピーカーが落下する
と、スピーカーの故障、けがの原因になります。

• スピーカーを釘や両面テープなどで取り付けないでください。 
長期の使用により、振動で釘がゆるんだり、両面テープがは
がれてスピーカーが落下する危険性があります。

• スピーカーケーブルに手足を引っ掛けることのないように、

フロントスピーカーの左右どちらかの外側に設置する
場合

サブウーファーを真ん中に設置する場合

左 右

��

壁 /  
補強材

6mm

20mm以上

NS-B40
0.59kg

NS-C40
0.73kg

150mm
2 Ja

ケーブルは必ず固定してください。
• 取り付け後は必ず安全性を確認してください。取り付け箇所、
取り付け方法の不備による事故等の責任は、当社では一切負
いかねますのでご了承ください。安全性に不安がある場合は、
専門の施工業者に取り付け工事をご依頼下さい。

定在波の影響で低音が聞こえにくいことがあります。
正面を向けて設置した場合、壁で反射した音とサブウー
ファーから出てきた音がぶつかり、打ち消し合ってしまう
ため、視聴位置（部屋の中心）で十分な低音効果が得られ
ないことがあります。これは室内にできる定在波の影響で
す。これを避けるためには、サブウーファーを壁に対して
少し斜めに向けると効果的です。



すべての接続が完了するまで、サブウーファーおよびAV 機器の電源コードをコンセントに接続しないでください。

接続図

接続のしかた
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入力 ボリューム

主電源
入

切

入力

センタースピーカー

AV アンプ / レシーバー

サラウンドスピーカー
右 左

ご注意：AV アンプ / 
レシーバーによりス
ピーカー端子の位置が
異なります。

サブウーファー用
ピンケーブル
(付属品 )
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■ スピーカーケーブルの準備
スピーカーの設置が完了したら、付属のスピーカーケー
ブル（24.5m）をフロント左右、センター、サラウンド
左右スピーカー接続用として用意します。

1 AVアンプ /レシーバー（以降はAVアンプと表記）か
ら各スピーカーまでの配線を考慮のうえ、付属のス
ピーカーケーブルを5 本に切断します。

2 スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）を10mm
ほどはがします。

3 芯線をしっかりとよじります。

• スピーカーケーブルはできるだけ短くしてください。たるみ
が生じても束ねたり巻いたりしないでください。

• 芯線がバラけないように、しっかりとよじってください。
• スピーカーケーブルを準備する際、けがをしないようにご注
意ください。

家庭用AC コンセントへサブウーファー
フロントスピーカー

右 左

良い例 悪い例

10mm



■ スピーカー端子との接続

1 スピーカー端子のレバーを押し続けます。

2 穴にスピーカーケーブルの芯線を差し込みます。

3 レバーから指を離し、芯線を固定します。

4 スピーカーケーブルを軽く引っ張り、確実に接続さ
れていることを確認します。

• 芯線どうしがショート（接触）しないように、しっかりと差
し込んでください。しっかり差し込まれていないと、スピー
カーやAV アンプをいためる原因になります。

• 正しく接続されていない場合、スピーカーから音が出ません。

■ AV アンプとの接続
「接続図」 (☞ 3ページ）を参考に、スピーカーに接続し
たケーブルをAV アンプの該当スピーカー端子に接続し
ます。
必ずスピーカーとAV アンプのプラス（＋）端子どう
し、マイナス（－）端子どうしを接続してください。極
性（プラス / マイナス）を間違えて接続すると、音が不
自然になったり、低音が出ないことがあります。
AV アンプでスピーカーサイズを指定する際は、すべて
のスピーカーを「小」（または「S」）に設定してくださ
い。
ヤマハ製AV 機器に接続する場合は、サブウーファーを
SUBWOOFER 出力端子または LOW PASS 出力端子
に接続してください。

電源コードの接続

スピーカーおよびサブウーファーの接続がすべて完了し
たら、サブウーファー、AV アンプ、各AV 機器の電源
コードをコンセントに接続します。

音量バランスの調節

低音域を効果的に再生するには、サブウーファーとフロ
ントスピーカーの音が自然につながるように音量バラン
スを調節する必要があります。

1 接続したAV 機器（サブウーファーを除く）の電源
を入れます。

2 ボリュームツマミでサブウーファーの音量を最小
（0）にします。

3 主電源スイッチで、サブウーファーの電源を入れま
す。
電源インジケーターが点灯します。

2

33
11

プラス (+)マイナス ( ‒ )

ショートしないように、
芯線部分だけを端子の穴
に差し込んでください。

サブウーファーの使いかた

入力 ボリューム

主電源
入

切

入力

ボリューム

主電源
入

切

1

2

3

4

4 Ja

1 電源インジケーター
主電源を入れると点灯し、切ると消灯します

2 入力端子
AV アンプのサブウーファー端子またはライン出
力端子から信号を入力します。

3 ボリュームツマミ
サブウーファーの音量を調節します。右に回すと
大きくなり、左に回すと小さくなります。

4 主電源スイッチ
押すと電源が入り、もう一度押すと電源が切れま
す。

4 低音を含んでいるソースを再生し、AV アンプの音
量を普段使用するレベルに調節します。

5 ボリュームツマミでサブウーファーの音量を徐々に
上げていき、スピーカーとの音量バランスをとりま
す。

音量バランスを設定した後は、AV アンプ側の音量調節だけで、
全体の音量調節ができます。ただし、フロントスピーカーをかえ
た場合は、もう一度音量バランスを調節してください。

背面



ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記をご確認ください。
対処しても正常に動作しない、または下記以外で異常が認められた場合は、本機の電源を切り、電源プラグを抜いて、
お買い上げ店または巻末の「お問い合わせ窓口」にお問い合わせください。

■ フロント / サラウンドスピーカー（NS-B40)、センタースピーカー（NS-C40)

■ サブウーファー (NS-SW40)

困ったときは

症状 原因 対策

音が出ない。 スピーカーケーブルが正しく接続
されていない（または不完全）。

接続を確認してください。

音が小さい。 スピーカーケーブルが正しく接続
されていない（または不完全）。

左右や極性（プラス / マイナス）が間違っていないか、接続を
確認してください。

症状 原因 対策

主電源スイッチを「入」にし
ても電源が入らない。

電源プラグの接続が不完全。 いったん主電源スイッチを「切」にしてから、電源プラグをコ
ンセントにしっかり差し込んでください。

音が出ない。 サブウーファーの音量が最小（0）
になっている。

ボリュームツマミを右に回して音量を上げてください。

サブウーファー用ピンケーブルが
正しく接続されていない（または
不完全）。

接続を確認してください。

低音が小さい。 低音域が少ないソースを再生して
いる。

低音域が多く含まれているソースを再生して確認してください。

定在波の影響を受けている。 サブウーファーの設置場所や向きを変更してください。
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■ フロント / サラウンドスピーカー (NS-B40)  
センタースピーカー (NS-C40)

型式
NS-B40.......................................... フルレンジバスレフ非防磁型
NS-C40..................................................フルレンジ密閉非防磁型

スピーカーユニット ...................................................7cm コーン型

許容入力.......................................................................................30W

最大入力.................................................................................... 100W

インピーダンス ..............................................................................6Ω

再生周波数帯域
NS-B40............................................50Hz ～ 25kHz ( ‒ 10dB)

～ 45kHz ( ‒ 30dB) 
NS-C40............................................70Hz ～ 25kHz ( ‒ 10dB)

～ 45kHz ( ‒ 30dB) 
出力音圧レベル
NS-B40........................................................ 83dB/2.83V、1m
NS-C40........................................................ 84dB/2.83V、1m

外形寸法（幅× 高さ× 奥行き）
NS-B40.............................................. 112 × 176 × 116mm
NS-C40.............................................. 276 × 111 × 118mm

質量
NS-B40.............................................................................. 0.59kg
NS-C40.............................................................................. 0.73kg

■ サブウーファー (NS-SW40)
型式 ............................................アドバンスド･ヤマハ･アクティブ･

サーボ･テクノロジー II 方式 
スピーカーユニット .....................................16cm コーン非防磁型

アンプ出力 ............................50W (100Hz、5Ω、10% T.H.D)

アンプダイナミックパワー ..........................................100W、5Ω

入力インピーダンス ...................入力 (1P RCA pin jack): 12kΩ

再生周波数帯域...................................................... 30Hz ～ 200Hz

入力感度 ...................................................入力 (1P RCA pin jack):
50mV (50Hz、50 W/5Ω)  

電源 / 電圧 ...................................................AC 100V、50/60Hz

外形寸法（幅× 高さ× 奥行き）.......... 290 × 292 × 327mm

質量 ............................................................................................ 8.0kg

※ 仕様および外観は改良のため予告なく変更することがありま
す。

仕様

本機は「JIS C 61000-3-2」適合品です。

JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性－第3-2
部：限度値ー高調波電流発生限度値（1相当たりの入力電流が20A以
下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合し
て設計・製造した製品です。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。
隣近所への配慮を十分にしましょう。静かな夜間には小さ
な音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、

思わぬところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量を心がけ、窓を
閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。音楽はみ
んなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。

音のエチケット
6 Ja
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